
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
スライドトレーを備えたタコグラフであって、スライドトレー内に記録担体を収容してあ
り、スライドトレーを用いて記録担体が記録位置と挿入・取り出し位置との間で運動可能
であり、スライドトレーを記録位置で係止するための手段及びスライドトレーの係止状態
を信号化するためのスイッチが設けられている形式のものにおいて、スイッチ（４８）に
所属してセンサを配置してあり、センサがスライドトレー（６）の運動方向に対して横方
向に運動可能な係止部材の運動経路内に係合していることを特徴とする、スライドトレー
を備えたタコグラフ。
【請求項２】
係止部材がスライドトレー（６）の閉鎖時に少なくとも形状接続的にスライドトレー（６
）内に係合していて、端面でセンサに作用的に結合されている請求項１記載のタコグラフ
。
【請求項３】
センサが旋回可能に支承されたレバー（４５）として形成されており、レバーが一方では
スイッチ（４８）に所属しかつ他方では係止部材に所属して配置されていて、ばね（４７
）の作用を受けている請求項１記載のタコグラフ。
【請求項４】
レバー（４５）、スイッチ（４８）、及びばね（４７）がスライドトレー（６）に配置さ
れている請求項１記載のタコグラフ。
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【請求項５】
支承ピン（４６）に所属する係止手段がレバー（４５）に形成されている請求項１記載の
タコグラフ。
【請求項６】
レバー（４５）が揺動部材として形成されており、スイッチ（４８）がスライドトレー（
６）の閉鎖に際して開かれるようになっている請求項３記載のタコグラフ。
【請求項７】
係止部材が、ばね負荷して支承されたテーパピン（５３）として形成されており、テーパ
ピン（５３）に所属して配置された座（４３）がスライドトレー（６）に成形されており
、スライドトレー（６）が、テーパピン（５３）の係合側と逆の側で切欠かれており、テ
ーパピン（５３）がスライドトレー（６）の閉鎖時に切欠き（６０）内に係合するように
なっている請求項１記載のタコグラフ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、スライドトレーを備えたタコグラフであって、スライドトレー内に記録担体を
収容してあり、スライドトレーを用いて記録担体が記録位置と挿入・取り出し位置との間
で運動可能であり、スライドトレーを記録位置で係止するための手段及びスライドトレー
の係止状態を信号化するためのスイッチが設けられている形式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
前記形式のタコグラフにおいて、スライドトレーがダイヤグラムシートのための、時計機
構によって駆動可能なセンタリング及び連行手段を備え、若しくは運転者若しくは同乗者
の運転者カードのための支持体として役立ち、若しくは両方の記録担体の使用に際してダ
イヤフラムシートのための駆動手段を保持して、運転者カードのためのシャフトをフロン
ト壁によって閉鎖しており、スライドトレーの位置を示しかつタコグラフの記録準備のた
めの経過を制御する信号の再現性及び精度に対して高い要求が課せられる。このようなタ
コグラフにおいては、著しい誤差が甘受されねばならず、スライドトレーの閉鎖を示す信
号がスライドトレーを係止する直前に生ぜしめられるというおそれがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、できるだけ簡単で故障のない申し分なく再現可能な手段で、タコグラフ
のスライドトレーの係止状態を正確に示す信号を形成できるようにすることである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
スイッチに所属してセンサを配置してあり、センサがスライドトレーの運動方向に対して
横方向に運動可能な係止部材の運動経路内に係合している。本発明の有利な構成が請求項
２以下に記載してある。
【０００５】
【発明の効果】
課題を解決するための本発明の基本思想が、少なくとも１つの係止部材の直接的な検出に
ある。本発明に基づき得られる利点は、スライドトレーがもはや開かれ得ない場合に、初
めてスイッチの操作が行われることにある。このことは、検出すべきテーパピン及びテー
パピンの座をセルフロック式 (selbsthemmend)のくさび結合部 (Keilverbindung)として構
成する実施例にも当てはまり、従って、スライドトレーはテーパピンがようやく部分的に
座の開口内に進入している場合にも開かれ得ない。さらに顕著な点として、スイッチ及び
１つの構成部分として形成されたセンサの支承部が直接にスライドトレーに配置されてお
り、その結果、スライドトレーとケーシングとの誤差の影響がなく、スイッチの操作運動
に関する誤差が最小限にされる。さらに有利には、センサの支承部、スイッチのための受
容手段及びセンサに所属して配置されたばねのための受容手段がスライドトレーと一体に
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形成されてよく、これによって製造及び組立が著しく簡単になる。即ち、センサの複数構
造並びに例えば装置の基板に配設されたスイッチへの検出運動の伝達が避けられる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
図１に、実施例としてのタコグラフの直方体のケーシング１が示してあり、ケーシングの
フロント壁２にディスプレー４のための窓用切欠き３が形成され、かつケーシング１内に
案内されたスライドトレー (Schublade)６のフロント側のブラインド５が設けられている
。フロント壁２内に配置された操作ボタン７，８，９，１０，１１，１２のうちから、操
作ボタン７，８、並びにメニューボタンとしての操作ボタン９が運転者若しくは運転助手
に対して少なくとも重要な作業時間データの選択のために配置されている。
【０００７】
操作ボタン１０，１１がそのつど選択すべきデータへの前進送り若しくは後退送りのため
に用いられ、操作ボタン１２がスライドトレー６の係止解除及び解放のために設けられて
いる。封印１３を用いて分析ジャックへのアクセスが防止されている。さらに図２から明
らかなように、図示のタコグラフは組込装置として形成されている。従ってケーシング１
の背壁１４に、ねじスリーブ若しくはねじシャフトとして形成された基準ピン１５が取り
付けられている。さらに同じく背壁１４に差し込みプラグ１６が配置されている。
【０００８】
さらに図２から明らかなように、ケーシング１の側壁にスライドトレー６のための案内レ
ール１７，１８が取り付けられている。タコグラフ内に装着されたチャートディスク１９
は時間目盛り２０を有しており、記録の解読のための網目及び記号は図面を見易くするた
めに省略してある。チャートディスク１９は円形と異なる形のセンタリング兼連行ピン２
１に受容されており、センタリング兼連行ピンが支持部（図示せず）に成形されており、
支持部がスライドトレー６内に取り付けられた走行機構によって時間的に正確に駆動され
る。
【０００９】
さらにタコグラフは、所定の間隔を置いて上下に位置する２つのチャートディスクを受容
するように構成されている。このために、両方のチャートディスク間に回転可能にプレー
ト２２を配置してあり、該プレートがスライドトレー６の側壁２３，２４に支えられてい
て、上側に位置するチャートディスク１９のために記録支持台として役立つ。スライドト
レー６の底部２７に切欠き２８が設けられており、これによってチャートディスクが取り
出しに際して容易につかまれる。スライドトレー６に付加部２５，２６が一体成形されて
おり、該付加部に案内スリット２９，３０が形成されている。即ち、該付加部はスライド
トレー６を閉じた場合にスライドトレーの前方領域の位置固定に役立つ。スライドトレー
６を閉じた場合、脚ばねとして形成されてケーシング１内に支承されたエゼクタばね３１
がスライドトレー６に作用する。この場合、エゼクタばね３１の脚部３２がスライドトレ
ー６の背面に形成された溝３３内に係合する。符号３４，３５はケーシング１の底部３６
に取り付けられたストッパピン３７及びエゼクタばね３１の支承ピン３８に向けてスライ
ドトレーに配置された凹所を示している。符号３９，４０は、スライドトレー６に一体成
形して適当なスリットを備えた案内ジョーを示しており、案内ジョー内に案内レール１７
，１８が係合している。案内ジョー３９，４０に斜めの面４１，４２が設けられており、
該面に所属して錐形の凹所４３，４４（以下、座と呼ぶ）が配置されている。符号４５が
、センサとして役立つ２腕のレバーを示しており、該レバーは直接にスライドトレー６に
形成された支承ピン４６に旋回可能に支承されている。揺動部材として配置されたレバー
４５は、一方で、適当な形式で室内に配置された圧縮ばね４７に、かつ他方でスイッチ４
８に作用的に結合されており、スイッチは同じくスライドトレー６に、それも係止部材４
９，５０を用いて取り付けられており、係止部材はスライドトレー６に形成されている。
レバー４５の軸線方向の案内が、レバー４５を、スライドトレー６に形成されて圧縮ばね
４７の案内に役立つ室５１のスリット（図示せず）内に係合させることによって行われる
。さらに、レバー４５に形成された検出アーム５２が、適当な形式で切欠き成形された座
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４３に係合している。
【００１０】
図３にはスライドトレー６が閉じて係止された状態で示してある。係止機構として、座４
３，４４と協働するテーパピン (Kegelzapfen)が用いてあり、テーパピンの１つが図３に
示して符号５３を付けられている。テーパピン５３はＵ字形に形成されたブリッジ５５の
脚部５４に取り付けられている。ブリッジは脚ばね５６の作用を受けており、脚ばねはス
ライドトレー６の閉鎖に際して斜めの面４１，４２上に沿ったテーパピン５３の滑動によ
って緊締されて、高い整合及び係止力を生ぜしめる。ブリッジ５５の支承のために、たわ
みばね継ぎ手 (Biegefedergelenk)５７が用いられている。このために設けられてブリッジ
５５の各脚部５４に所属して配置された板ばね５８がタコグラフの組立プレート５９に取
り付けられており、組立プレートは記録機構も保持している。
【００１１】
スライドトレーの開放は、操作ボタン１２の操作によってレリーズしてモータ（図示せず
）を用いて行われ、モータが減速比の高い伝動装置を介して制御カムを駆動するようにな
っており、駆動カムがブリッジ５５に作用的に結合されている。従って、係止部材として
役立つテーパピン５３がそれぞれの座４３，４４から持ち上げられ、スライドトレー６が
エゼクタばね３１の作用下でつかみ位置に移動させられ、次いでブリッジ５５が再び下方
へ旋回させられて、スライドトレー６の新たな係止のための準備を完了する。
【００１２】
さらに図３から推測できるように、レバー４５は、該レバーを図示してない係止手段によ
って支承ピン４６に結合するように形成されていてよい。テーパピン５３の係合側と逆の
側でスライドトレー６内に設けられて座と接続する切欠き６０は、該切欠きにテーパピン
５３が係合するように形成されている。
【００１３】
図４は、切欠き６０内に係合したテーパピン５３とレバー４５に形成された検出アーム５
２との直接的な協働状態を拡大して示している。
【００１４】
スイッチ４８は例えば、基板シートの導体路が接点として形成され、かつレバー４５が適
当な形式で接点の短絡を生ぜしめるようにすることによって実施されてよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】チャートディスクのための支持体としてのスライドトレーを備えたタコグラフの
正面図
【図２】図１のタコグラフの平面図
【図３】図２の線Ａに沿った断面図
【図４】図２の線Ｂに沿った拡大断面図
【符号の説明】
１　ケーシング、　　２　フロント壁、　　３　窓用切欠き、　　４　ディスプレー、　
　５　ブラインド、　　６　スライドトレー、　　７，８，９，１０，１１，１２　操作
ボタン、　　１４　背壁、　　１５　基準ピン、　　１６　差し込みプラグ、　　１７，
１８　案内レール、　　１９　チャートディスク、２２　プレート、　　２３，２４　側
壁、　　２５，２６　付加部、　　２７　底部、　　２８　切欠き、　　２９，３０　案
内スリット、　　３４，３５凹所、　　３６　底部、　　３７　ストッパピン、　　３８
　支承ピン、　　３９，４０　案内ジョー、　　４１，４２　斜めの面、　　４３，４４
　凹所、４５　レバー（センサ）、　　４６　支承ピン、　　４７　圧縮ばね、　　４８
　スイッチ、　　４９，５０　係止部材、　　５１　室、　　５２　検出アーム、　　５
３　テーパピン、　　５４　脚部、　　５５　ブリッジ、　　５６脚ばね、　　５７　た
わみばね継ぎ手、　　５８　板ばね、　　５９　組立プレート
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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